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アカデミック・サポートセンター 

附属図書館 

プレゼンテーションのツボ 
～発表を成功させるために～ 



プレゼンしたことありますか？ 



プレゼンの目的は？ 



成果を伝える 



レポート 
論文 

 
書籍 

ウェブページ 

プレゼンだけじゃない 



プレゼンとレポートの違いは？ 



 プレゼン 

 ・ オリジナリティ 

 ・ キーワード 

 ・ コミュニケーション 

 論文・レポート 

 ・ 形式的 

 ・ 詳細な情報 

 ・ 読み手主体 



プレゼンにおいて 

データ 感性 

    ― ブライアン・フジェール、チェルシー・ハーダウェイ、ジョン・ウォシャウスキー 
“Why Business People Speak Like Idiots” 



話し手にとって 

プレゼンのメリットは？ 



自ら成果を 

売り込む 



プレゼンの 

落とし穴 



話し手と聞き手の 

葛藤 





ついていけない 

一方的に話す 



「いい感じだ！」 

「眠い感じ・・・」 



どうすれば良いのか？ 

「いい感じだ！」 

「眠い感じ・・・」 



聞き手を意識 



聞き手意識の考え方 

話し手 ⇒ 聞き手 

   何を話すか ⇒ 何を知りたいか 

どう伝えるか ⇒ どう伝わるか 



具体的にどうするか 



シンプルなプレゼンを作る 



2枚のスライドを 

見比べて下さい 



プレゼンテーションの方法 
ｰシンプルな構成と論旨の印象づけを目指してｰ 

① 論旨の組み立て 
 ・ブレインストーミング 
 ・結論の厳選 
 ・序論と結論の対応 

② スライド作成法 
 ・基本構造の説明 
 ・フォントの使い方 
 ・色の使い方 

③ 発表の仕方 
 ・事前準備  
 ・アドリブ 
 ・動作の注意 



印象に残るプレゼン作り 

① 結論をひとつに 

② スライドは簡素に 

③ 演説より会話を 



どちらのプレゼンを聞きたいですか？ 



わかりやすいプレゼンは・・・ 



シンプル 



プレゼンテーションのツボ 



スライドを利用した発表を想定 

シンプルに作る・話す 



1.結論をひとつに 

2.スライドは簡素に 

3.演説より会話を 



目的は成果を伝える 



どうすれば成果が伝わるか 



聞き手 





←1番最初に 結論 



結論 

序論（目的など） 



結論 

序論（目的など） 

本論 



結論 

1直線のストーリー 

序論（目的など） 

本論 



並び替える 

結論 

序論（目的など） 

本論 



完成 

結論 

序論（目的など） 

本論 



本論が長い！ 

結論 

序論（目的など） 

本論 



結論の頭出し 

結論 

序論（目的など） 

結論 

本論 



目次で先導 

結論 

序論（目的など） 

結論 

目的 

手法 

結果 

本論 



1.結論をひとつに 

2.スライドは簡素に 

3.演説より会話を 



スライドの基本構造 

見出し 

グラフ 
表 
写真 



スライドの基本構造 

見出し 

グラフ 
表 
写真 トピック 



１スライド＝1トピック 

見出し 

グラフ 
表 
写真 



も重要 

見出し 

グラフ 
表 
写真 



2枚のスライドを 

見比べて下さい 



・ 総合入試理系の利用人数は352人で， 
  全体の60%を占める。 
・ 次に多いのは学部別理系の利用で， 
  103人，18%になる。 
・ 総合文系の利用は42人，7%である。 
・ 学部別文系の利用は少なく，21人，4% 
  である。 
・ 所属不明の利用者が33人，6%いた。 

学部別文系, 

21人, 4% 

学部別理系, 

103,人 18% 

総合文系,  

42人, 7% 

総合理系,  

352人, 60% 

AO, 5人, 1% 

その他,  

25人, 4% 

不明,  

33人, 6% 

アカデミック・サポートセンター：進路・修学相談 

入試形態別利用人数 

＊延べ人数 



学部別文系 

学部別理系 

総合文系 

総合理系 

352人 

その他 

進路・修学相談 

＊延べ人数 



トピックは何でしょう？ 



フォントの使い方 

色の使い方 





明朝体 ゴシック体 

Roman Arial 



明朝体で書いた文章 

ゴシック体で書いた文章 



いろいろなフォントが混在すると 

見にくい!! 



フォントの統一感 

スタイルや色で強調する 





きれいな写真があります・・・ 



台無しに・・・ 

日本の四季 

秋-紅葉- 



日本の四季 

秋-紅葉- 



日本の四季 

秋-紅葉- 



1.結論をひとつに 

2.スライドは簡素に 

3.演説より会話を 



いざ、発表！ 

原稿を読む？ 読まない？ 



話の要点を整理 

① 準備 

・ 大きな声 

・ ゆっくり 

・ 繰り返す 

メモはお守りとして 



② アドリブ 

コミュニケーション 

・ 要点以外は適当 

・ 聴衆を見る 

・ 自分らしく話す 



③ ルールを守る 

発表の礼儀 

・ 紳士的態度 

・ 質問に答える 

・ 時間を守る 



1.結論をひとつに 

2.スライドは簡素に 

3.演説より会話を 



失敗しないために 

備えあれば憂いなし 



シンプルに作る・話す 





配付資料をつくる 

・ スライド縮小版× 

・ 資料内完結 

・ 発表後に配る 





・ 聞き手の感想 

・ 時間を確認する 

・ 精神的余裕 

発表練習をする 



アニメーションは少なく 

動画は最小限に 

スライドをPDF形式で 

 

事前の動作確認 



・ 会場と設備 

・ 使用機器 

・ 機械の動作 

事前確認をする 



今日の話はおしまい。 



プレゼンテーションのツボは 



シンプルに作る 




